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Ⅰ 農業の概要

資料：「農林業センサス」
「農業構造動向調査」

※「自給的農家」とは、経営耕地面積が３０a未満かつ農産物販売金額が５０万円未満の農家、
「販売農家」とは、経営耕地面積が３０a以上又は農産物販売金額が５０万円以上の農家をいう。

※「主業農家」とは、農業所得が主（所得の５０％以上が農業所得）で、６５歳未満の農業従事者６０日以上の者がいる農
家、
「準主業農家」とは、農外所得が主で、６５歳未満の農業従事６０日以上の者がいない農家をいう。
「副業的農家」とは、６５歳未満の農業従事６０日以上の者がいない農家をいう。

※平成３年～１２年において、自給的農家を除く各農家の割合は、販売農家数に対する割合である。

１ 本県農業の位置づけ

２ 農家戸数

３ 耕地面積及び耕地利用率の推移
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宮　崎 九　州 全　国 宮/九 宮/全

農 家 総 数 1,000戸 38.4 309 2,155 12.4 1.8 「2015年農林業センサス」

販 売 農 家 1,000戸 25.6 199 1,330 12.8 1.9 　　　　　　〃

主 業 農 家 1,000戸 8.9 58 294 15.2 3.0 　　　　　　〃

農業就業人口 1,000人 45.0 328 2,097 13.7 2.1 　　　　　　〃

耕 地 面 積 1,000ha 66.0 525 4,397 12.6 1.5 農林水産省：令和元年耕地面積

田 面 積 1,000ha 35.4 307 2,393 11.5 1.5 　　　　　　〃

畑 面 積 1,000ha 30.6 218 2,004 14.0 1.5 　　　　　　〃

農 業 産 出 額 億 円 3,429 17,856 91,283 19.2 3.8 農林水産省：平成30年農業産出額及び

生産農業所得 億 円 1,210 6,546 34,562 18.5 3.5 生産農業所得統計

区　　分 単　位
区　　　　　　　　　　分

資　　　料
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資料：「生産農業所得統計」

５ 宮崎県の産出額の構成
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Ⅱ 畜産の概要

１ 本県畜産の位置づけ 平成３１年２月１日現在（単位：頭、千羽）

資料：「畜産統計」

２ 畜産産出額の推移

資料：農林水産省作成
「農業産出額」
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Ⅲ 宮崎県畜産新生推進プラン

全国のモデルとなる安全・安心で付加価値や収益性の高い畜産の構築

～忘れない～

防疫体制の強化

◆ 市町村、県内畜産関係団体、近隣県等との連携
強化、家畜防疫情報メールによる情報共有や防疫
研修会等による防疫意識の醸成など

連携体制の強化と防疫意識の醸成

◆ 「水際防疫」「地域防疫」「農場防疫」、万が
一の発生時の「迅速な防疫措置」を４つの柱とす
る防疫対策の充実など

家畜防疫対策の充実

◆ 「人・牛プラン」、「クラスター計画」の着実な実行、地域を牽引する担い手への施策の集中、繁殖
センターやヘルパー組合等との連携による地域ぐるみの生産基盤の強化など

視点１ 「生産力」の向上

生産基盤の強化

◆ 粗飼料の収穫・調製を行うコントラクターの育成、エコフィードの普及・拡大による飼料生産コスト
の低減など

生産コストの低減

◆ 分娩間隔の短縮に向けた発情発見装置などのＩＣＴの活用や、細霧や送風などのソーカーシステムの
導入、飼養衛生管理の改善、それぞれの家畜の育種・改良の促進など

生産性の向上

視点２ 「人財力」の強化

◆ 繁殖センターや篤農家との連携による地域ぐるみで担い手を育成する取組の強化など

地域畜産を牽引する人財の育成

◆ 外部講師の招聘による高度な技術力と経営管理能力を備えた「畜産マスター」の育成など

高度な技術を有する指導者確保

視点３ 「販売力」の強化

◆ 生産者、関係機関・団体と一体となった戦略的連携による販売・輸出の強化など

ブランド力強化による取引拡大

◆ 最新鋭食肉・食鳥処理施設の整備、二次加工等によるバリューチェーンの強化など

畜産関連産業の機能強化

～新たな国際化に対応したみやざき畜産の成長産業化～

～そして前へ～

（平成２８年８月策定）
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家畜防疫対策の４本柱
１ 水際防疫

２ 地域防疫

４ 迅速な防疫措置

３ 農場防疫

農場における飼養衛生管理基準の
遵守状況確認

鳥インフルエンザ発生予防のための
鶏舎周囲への消石灰散布

口蹄疫発生を想定した
養豚農場での事前調査班研修会

家畜伝染病発生を想定した
机上防疫演習

市町村自衛防疫推進協議会による
地域の巡回消毒活動

地域での防疫演習
（防護服着脱訓練）

空港での靴底消毒マット設置 空港での検疫探知犬活動

5



ＥＵ向けに「宮崎牛」初出荷

みやざき畜産の成長産業化の視点

１ 「生産力」の向上

畜産クラスター事業で整備した
和牛繁殖センターでの妊娠牛の譲渡会

（えびの市）

畜産クラスター事業で整備した
搾乳ロボット（新富町）

２ 「人財力」の強化

肉用牛繁殖農家で畜産マスター
（指導人材育成）の現地研修

３ 「販売力」の強化

河野知事がアメリカにて
宮崎牛のトップセールスを実施

バーンミーティングによる学修会
（都城市）

6



Ⅳ 畜種別飼養動向

１ 肉用牛

②飼養規模別戸数・頭数

資料：「畜産統計」

肉用牛の飼養戸数は年々減少し、飼養頭数は、平成２２年に発生した口蹄疫により激減して以降、
ほぼ横ばいで推移していたが、平成３０年からは増加に転じている。一戸当たりの頭数は平成２４年
から年々増加し、平成３１年には４３頭に達している。

①戸数と頭数の推移

（１）肉用牛の飼養状況

飼養規模別戸数について、繁殖経営、肥育経営共に、平成１１年と比較して平成３１年には小規模
経営が減少し、中、大規模経営の戸数が増加している。また飼養頭数についても同様に、小規模経営
の割合が大幅に減少し、中、大規模の割合が増加し、規模拡大が進んでいることが伺える。

資料：「畜産統計」

32.0

24.0

19.0

14.0
11.0 10.0 9.5 8.4 8.2 7.7 7.3 7.0 6.5 6.3 6.1 5.8

6.7 9.0
13.1

17.3

23.9
29.8 30.7 28.5 30.6 32.4 34.2 35.7 37.4 38.8 40.0

43.1

0

20

40

0

10

20

30

S60 H2 H7 H12 H17 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

肉用牛の飼養戸数と一戸当たり飼養頭数 戸数 １戸当たり頭数（千戸） （頭）

（年）

21.4
21.9

24.8 24.7
26.8 29.5 29.3

24.0 25.1 25.0 25.0 24.9 24.4 24.4 24.5 25.0

9.3 9.8 10.5 10.2 
8.4 7.9 7.9 7.7 7.6 7.9 8.1 8.3 8.6 

0

5

10

15

20

25

30

S60 H2 H7 H12 H17 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

県内における肉用牛の飼養頭数 総飼養頭数 子取り用めす頭数
（万頭）

（年）

55.1

(31.8%)

4,415 

(80.8%)

44.4

(25.6%)

752 

(13.8%)

30.9

(17.9%)

202 

(3.7%)

42.7

(24.7%)

98 

(1.8%)

頭数

(千頭)

戸数

（戸）

【H31 繁殖牛飼養規模別戸数・頭数】

1～19 20～49 50～99 100頭以上
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【H11 肥育牛飼養規模別戸数・頭数】

1～49 50～99 100～199 200頭以上

4.73

(4.4%)
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【H31 肥育牛飼養規模別戸数・頭数】

1～49 50～99 100～199 200頭以上

※飼養頭数は、各階層の飼養者が飼っている全ての肉用牛(肉用種及び乳用種)の頭数である。

※ ※ ※

※ 事実不詳又は調査を欠くもののためデータなし
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出荷頭数 64,208頭

雌 20,241頭 (63.3%) 雌 11,742頭 (36.7%)
去 勢 21,038頭 (65.3%) 去 勢 11,187頭 (34.7%)
合 計 41,279頭 (64.3%) 合 計 22,929頭 (35.7%)

合 計 雌 去 勢
１三 重 2,774頭 １三 重 2,773頭 １佐 賀 1,465頭
２佐 賀 2,353頭 ２鹿児島 1,129頭 ２鹿児島 1,100頭
３鹿児島 2,229頭 ３滋 賀 987頭 ３熊 本 1,046頭
４滋 賀 1,535頭 ４東 京 921頭 ４岐 阜 981頭
５東 京 1,448頭 ５佐 賀 888頭 ５⻑ 野 977頭

子 牛

県内出荷 県外出荷

購買先（上位５県）

③流通状況（平成３０年度）

資料：「県畜産振興課調」、「宮崎県畜産協会調」

資料：「県畜産振興課調」
「宮崎県畜産協会調」

資料：「県畜産振興課調」
「宮崎県畜産協会調」

（２）肉用子牛の出荷状況

肉用子牛の価格は、平成２５年度に上昇に転じ、平成２８年度には過去最高水準に達した。
平成２９年度以降は平成２８年度の価格を下回っているものの、高値で推移している。

①価格の推移（消費税抜き）

②出荷の推移

肉用子牛の出荷頭数は、平成２２年に発生した口蹄疫により激減したが、平成２４年度以降は
６万頭台で推移している。平成２６年度から平成２８年度までは微減の傾向だったが、繁殖雌牛
の飼養頭数の増加に伴い平成２９年度には増加に転じた。
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30.6
31.9 34.8

30.9 34.4
30.1 

17.8
20.1

24.3 25.9 24.5 24.2 23.3 24.2 22.9

63.1
67.1 68.0

73.5 73.8
77.7 

62.5
58.5

65.9 65.9
62.1 61.6 61.5 63.6 64.2
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（千頭）

（年度）

県内出荷 県外出荷
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41.4 41.2
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39.6 40.1 42.0 42.5
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55.0
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79.1
74.1 73.2

27.3

42.2

33.7 36.6

45.8

34.4
37.7 37.9 36.4

43.4
47.8

57.1

66.0 63.2 61.6

29.2

46.9

37.8 39.0
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37.0
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69,132頭

39,449頭 (57.1%) 29,683頭 (42.9%)

九州 23,720頭

近畿 4,219頭

中四国 442頭

東海 380頭

関東 922頭

東北･北海道 0頭

移入頭数

51,104頭

11,655頭

肉  牛

県外出荷県内出荷

県内肉牛生産頭数

県内と畜頭数

30.9 38.9 42.2 43.1 45.9 47.8
38.4 39.4

0.7
3.4

8.4 11.4 11.2 11.2
11.1 11.7

22.2 24.0
39.4 32.4 33.0 36.8 27.9 29.7
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20

0
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S60 H2 H7 H12 H17 H21 H29 H30

②流通状況（平成３０年）

資料：「畜産流通統計」

資料：「畜産流通統計」

資料：「県畜産振興課調」

（３）肉牛の出荷状況

①頭数の推移

県産牛肉の輸出は平成２年度に始まり、ＢＳＥや口蹄疫発生により輸出量は一時的に落ち込
んだものの平成２４年度以降順調に伸び、平成３０年度には過去最高の４７０ｔを達成した。

県内における肉用牛の出荷頭数は、平成２９年から３千頭増加した。県内への出荷頭数は
約６割であり、県外からの移入頭数は横ばいで推移している。

（千頭）

135 

133 

30 

116 

55 

7 
28 36 56 50 

20 
54 

122 
148 

209 

280 

394 
470 

0

100

200

300

400

500

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

( t )

（年度）

※ H22～H28年は調査休止のためデータなし

県
内
と
畜
頭
数

県
内
肉
牛
生
産
頭
数

③宮崎県産牛肉輸出量の推移

[53.1] [62.9] [81.6] [75.5] [78.9] [84.6] [66.3] [69.1]
[ ]内は県内肉牛生産頭数

■アメリカ ■香港 ■シンガポール ■台湾 ■その他

■県内移入 ■県内出荷 ■県外出荷
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（４）肉用牛の生産基盤強化に関する取組について

肉用牛生産者の規模拡大や肉用牛生産に係る作業の分業化・省力化を推進するため、妊娠牛や子牛を
供給する繁殖センターの整備や、セリまでの子牛育成を担うキャトルセンターやキャトルブリーディン
グセンターの整備を県内一円で展開。

令和元年度までに２３の施設が整備され、地域の肉用牛生産を支援するセンターとして運営されてい
る。

13

■ＪＡ宮崎中央肉用牛総合ファーム
【平成14年度】（460頭）

■ＪＡ西都キャトル・繁殖センター
【平成20年度】（249頭）

●ＪＡ延岡繁殖共同飼育施設
【平成29年度】（92頭）

◆ＪＡ延岡キャトルセンター
【平成25年度】（188頭）

●ＪＡこばやし繁殖センター
【平成16年度】（80頭）

■綾町肉用牛総合支援センター
【平成26年度】（372頭）

■ＪＡ綾町肉用牛総合育成センター
【平成９年度】（180頭）

●ＪＡ宮崎経済連妊娠牛供給センター
【平成19年度】（160頭）

●ＪＡ綾町尾立繁殖センター
【平成28年度】（50頭）

◆ＪＡ綾町キャトルステーション
【平成５年度】（200頭）

◆ＪＡ綾町哺育センター
【平成28年度】（35頭）

■小林市営牧場
【昭和46年度】（220頭）

●ＪＡこばやし第２繁殖センター
【平成30年度】（120頭）

●ＪＡ高千穂地区中川繁殖センター
【平成27年度】（165頭）

●ＪＡ高千穂地区田原センター
【令和元年度】（56頭）

●ＪＡえびの市
和牛繁殖センター

【平成29年度】（300頭）

キャトルセンター繁殖センター 繁殖＋キャトルセンター

■ＪＡ宮崎中央肉用牛総合ファーム
【平成25年度】（500頭）

●ＪＡ宮崎経済連生産実証農場
（270頭）

綾 町

えびの市

都城市

●ＪＡ都城繁殖センター
【平成26年度】（60頭）

●ＪＡ都城育成牛センター
【平成29年度】（144頭）

串間市

●ＪＡはまゆう繁殖センター
【平成24年度】（120頭）

◆笠祇肉用牛生産組合
【平成12年度】（80頭）

高千穂町

延岡市

美郷町

●ＪＡ日向繁殖センター
【平成29年度】（50頭）

木城町

西都市

国富町

宮崎市

高原町

小林市

【 】 施設を整備した年度
（ ） 施設の規模

資料：「県畜産振興課調」

県全域 23か所
（繁殖・育成牛2,175頭、不妊牛300頭、
キャトル1,676頭）
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２ 乳用牛
（１）乳用牛の飼養状況

①戸数と頭数の推移

②成畜飼養規模別戸数・頭数

５０頭規模未満の農家は、平成１１年には戸数で全体の９２％、飼養頭数で７８％を占めて
いたが、平成３１年には戸数で７３％、飼養頭数で４９％と減少している。一方で、５０頭規
模以上の農家が、平成３１年には戸数で全体の２７％、飼養頭数で５１％を占めるなど、大規
模化が進んでいる。

資料：「畜産統計」

資料：「畜産統計」

戸数・頭数とも年々減少しているが、平成２４年以降は戸数の減少に比べ、頭数の減少は緩
やかで、一戸当たりの平均飼養頭数が伸びており、規模拡大が進んでいる。

11.1 

9.2 

7.2 

5.8 
4.8 

3.7 3.5 3.3 3.2 3.0 2.9 2.8 2.6 2.5 2.4 2.3 

28.0 
32.4 

37.2 

40.0 
43.0 44.7 45.3 

41.7 

48.1 
51.5 51.7 

51.8 52.7 
54.4 56.4 

58.5 

0

10

20

30

40

50

60

0

2

4

6

8

10

12

S60 H2 H7 H12 H17 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

乳用牛の飼養戸数と一戸当たり飼養頭数 戸数

平均頭数
(百戸) (頭)

(年)

31.1 

29.8 26.8 
23.2 

20.7 

16.7 16.0 13.8 15.2 15.5 15.1 14.5 13.8 13.7 13.6 13.7 

108.8

121.8
123.1 128.7

109.9
95.9

82.8 83.3
89.4 89.5 87.1 86.4 85.0 80.3 79.4

0
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120

140

0

10
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40

S60 H2 H7 H12 H17 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

県内における乳用牛の飼養頭数と生産乳量 頭数

生産乳量
(千頭) (千t)

(年)

「牛乳・乳製品統計」

2,790 

(21.0％)

100

(43.9%)

3,680 

(27.7％)

67

(29.4%)

4,350 

(32.7％)

52

(22.8%)

2,480 

(18.6％)

9

(3.9%)

頭数

（頭）

戸数

（戸）

【H31 乳用牛成畜規模別戸数・頭数】

1～29 30～49 50～99 100頭以上

8,280 

(36.1%)

339 

(56.2%)

9,600 

(41.8%)

213 

(35.3%)

3,240 

(14.1%)

40 

(6.6%)

1,840 

(8.0%)

11 

(1.8%)

頭数

（頭）

戸数

（戸）

【H11 乳用牛成畜飼養規模別戸数・頭数】
1～29 30～49 50～99 100頭以上
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46.9
62.3

71.1 66.6
76.1

61.8
53.9 55.9

59.3 59.8 57.0 55.0 49.6 45.9
44.5

61.9 59.5 52.0 62.1

33.8 34.1 28.9 27.4 30.1 29.7 30.1 31.4 35.4 34.3 34.9

44.6
38.6

42.6

62.2

58.5
45.4

43.9 43.0 44.8 43.0 42.2 43.3 42.1 39.6 39.6

(100.0)

(50.0)

0.0

50.0

100.0

150.0

S60 H2 H7 H12 H17 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

県外出荷 県内出荷 県内移入

39,582t74,462t

生乳
34,880ｔ
（43.9%）

生乳生産量

79,388ｔ

県内出荷 県内処理量 移入量

②流通状況（平成３０年）

資料：「牛乳・乳製品統計」

44,508ｔ
（56.1%）

県外出荷 【処理量内訳】

牛乳等向け 47,724ｔ（64.1％）
うち学乳 6,672ｔ ※生産量

乳製品向け 26,606ｔ（35.7％）
その他向け 132ｔ（0.2％）

（２）生乳の出荷状況

①出荷の推移

生乳の出荷量は、平成１２年をピークに減少傾向にある。県内処理量は県内産と県外から
移入してきた分を合わせて、７万ｔ台の処理量となり、ほぼ横ばいの状況となっている。

県内で生産された生乳の５６％は県外に出荷され、県内で処理される生乳の６４％が牛乳
等向けとなっている。

（千ｔ）

県
内
処
理
量

県
内
生
乳
生
産
量

資料：「牛乳・乳製品統計」

(年)
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３ 豚

（１）戸数と頭数の推移

（２）子取り用雌豚飼養規模別戸数・頭数

子取り用雌豚の飼養頭数１００頭規模以上の農家は、平成１１年には戸数で全体の１
８％、飼養頭数で７３％であったが、平成３１年には戸数で４６％、飼養頭数で９０％を占
めるなど、大規模化が進んでいる。

資料：「畜産統計」

資料：「畜産統計」

戸数は減少傾向にあったが、平成２４年以降は、減少数は緩やかとなっている。飼養頭数に
ついては、ほぼ横ばいで推移しており、一戸当たりの飼養頭数が増えてきている。
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53.7 

35.1 
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豚の飼養戸数と一戸当たり飼養頭数 戸数
平均頭数(百戸) (頭)

（年）

（年）

※平成17・22・27年は調査休止のためデータなし

65

(9.3%)

503 

(57.6%)

124

(17.9%)

210 

(24.1%)

507

(72.8%)

160 

(18.3%)

頭数

(千頭)

戸数

（戸）

【H11 子取り用雌豚飼養規模別戸数・頭数】

1～49 50～99 100頭以上

18

(2.5%)

85 

(24.1%)

56

(7.7%)

106 

(30.1%)

649

(89.8%)

161 

(45.7%)

頭数

(千頭)

戸数

（戸）

【H31 子取り用雌豚飼養規模別戸数・頭数】

1～49 50～99 100頭以上
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